
　
ン
の
実
態
か
ら
乖
離
し
た
虚
像
と
し
て
の
そ
れ
を
呼
称
す
る
際
は
、
法
令
等
に
見

　
ら
れ
る
史
料
用
語
の
「
切
支
丹
」
を
用
い
る
。

③
植
木
、
前
掲
書
、
一
九
三
頁
。

④
豊
津
町
史
編
纂
委
員
会
斉
一
豊
津
町
史
㎞
上
巻
、
一
九
九
八
年
、
入
四
九
－
八

　
五
二
頁
。

⑤
狭
間
芳
樹
「
近
世
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
救
順
思
想
」
デ
ジ
ア
・
キ
リ

　
ス
ト
教
・
多
元
性
㎞
第
七
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
天
頁
。

　
　
（
閃
工
ハ
版
　
　
二
五
六
百
ハ
　
ニ
〇
一
四
年
五
月
　
講
談
社
　
税
別
　
　
～
六
五
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
理
科
大
学
講
師
）

会
　
　
告

　
二
〇
～
四
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
ど
お
り
一
一
月
二
日
（
日
）

午
後
一
時
よ
り
京
都
大
学
文
学
部
第
三
講
義

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
、
小
島
道
裕
、
川
島
昭
夫
の

両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会

裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

洛
申
洛
外
図
屏
風
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論
点

中
世
か
ら
近
世
へ

海
の
植
物
園

小
島
　
道
裕
氏

セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
、

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、
マ
ド
ラ
ス

川
島
　
昭
央
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
定
例
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、

二
〇
一
四
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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二
〇
一
四
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

洛
中
洛
外
図
屏
風
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論
点

　
…
中
世
か
ら
近
世
へ

小
　
島
　
道
　
裕

　
洛
中
洛
外
図
屏
風
は
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
の
百
点
以
上
の
作
品
が
現
存
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
制
作
の
背
景
に
つ
い
て
、

特
に
発
注
者
な
い
し
享
受
者
の
視
点
か
ら
整
理
を

試
み
た
。

　
室
町
幕
府
が
描
か
れ
た
「
初
期
洛
中
洛
外
図
屏

風
」
は
四
点
が
知
ら
れ
る
。
現
存
最
古
の
「
歴
博

甲
本
」
は
、
管
領
細
川
高
国
が
足
利
義
晴
の
た
め

に
造
営
し
た
「
柳
の
御
所
」
な
ど
高
国
の
事
績
や

関
係
者
が
描
か
れ
、
そ
の
発
注
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
「
東
博
摸
本
」
は
、
高
国
関
係
の
事
物
を
抹

消
し
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
阿
波
細
川
家
の
細
川

晴
元
政
権
に
関
わ
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
上
杉
本
」
は
、
将
軍
足
利
義
輝
が
上
杉
謙
信
に

贈
る
た
め
に
描
か
せ
た
と
さ
れ
る
が
、
描
か
れ
た

幕
府
（
花
の
御
所
）
は
す
で
に
存
在
し
な
い
非
現

実
の
も
の
で
あ
る
。

　
構
図
の
点
か
ら
こ
れ
ら
の
関
係
を
考
察
す
る
と
、

左
隻
（
西
下
）
は
諸
本
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が

あ
り
、
「
歴
博
甲
本
」
と
「
東
博
摸
本
」
は
細
川

邸
中
心
の
描
き
方
だ
が
、
「
上
杉
本
」
は
「
花
の

御
所
」
が
申
心
で
あ
る
。
そ
し
て
描
か
れ
た
範
囲

は
「
上
杉
本
」
が
ず
っ
と
広
い
。
こ
れ
は
、
栢
国

寺
七
重
の
塔
か
ら
描
い
た
「
花
の
御
所
」
を
中
央

手
前
に
描
く
絵
が
樫
本
と
し
て
あ
り
、
発
注
者
の

意
向
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
細
川
邸
中
心
に
改
変
し

た
の
が
「
歴
博
甲
本
」
と
「
東
博
模
本
」
で
あ
り
、

「
花
の
御
所
」
中
心
と
い
う
注
文
に
応
え
る
た
め

に
元
の
構
図
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
の
が
「
上
杉

本
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
最
後
に
な
る
「
歴
博

乙
本
」
は
、
「
上
杉
本
」
の
構
図
を
踏
襲
し
て
い

る
が
、
政
治
的
な
要
素
は
希
薄
で
あ
り
、
し
か
し

風
俗
的
な
面
に
は
敏
感
で
、
そ
の
よ
う
な
関
心
か

ら
発
注
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
制
作
時
期
も
、

実
際
は
幕
府
も
細
川
邸
も
す
で
に
な
い
織
豊
期
と

思
わ
れ
る
、

　
「
舟
木
本
」
は
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
第

～
定
型
）
を
逸
脱
し
て
、
南
か
ら
見
た
視
点
で
右

隻
の
方
広
寺
大
仏
と
左
下
の
二
条
城
を
対
比
さ
せ

る
。
全
体
と
し
て
は
徳
川
政
権
肯
定
の
立
場
で
描

か
れ
て
い
る
一
方
、
風
俗
面
に
関
心
が
高
く
、
統

治
者
が
嫌
う
暴
力
的
な
場
面
も
あ
え
て
描
く
。
二

条
城
近
く
の
後
妻
打
ち
は
現
実
の
物
で
は
な
く
、

発
注
者
と
推
測
さ
れ
る
越
前
松
平
家
の
、
庶
流
で

あ
る
故
に
将
軍
家
か
ら
冷
遇
さ
れ
た
由
緒
を
暗
示

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
二
条
城
を
一
隻
の
中
央
に
描
く
「
第
二
定
型
」

は
、
徳
川
将
軍
の
参
内
や
、
和
子
の
入
内
、
江
戸

幕
府
の
政
治
秩
序
を
描
く
構
図
と
し
て
成
立
す
る

が
、
後
水
尾
天
皇
の
寛
永
行
幸
以
後
は
同
時
代
性

を
失
い
、
江
戸
時
代
申
期
に
は
、
町
人
屡
の
嫁
入

り
屏
風
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
江
戸
の
工
房
で

も
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
実
態

を
離
れ
た
「
雛
鈴
り
」
的
な
絵
に
な
っ
て
い
く
。

　
洛
中
洛
外
図
屏
風
か
ら
は
、
そ
の
背
景
と
な
っ

た
社
会
の
実
態
の
変
化
も
個
別
図
像
の
中
に
探
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
多
少
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

中
世
段
階
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
見
ら
れ
る
若
い

女
性
や
幼
児
を
連
れ
た
尼
は
、
皿
家
を
率
い
る
後

家
尼
の
姿
と
見
な
せ
る
が
、
近
世
に
な
る
と
見
ら

れ
な
く
な
り
、
女
性
の
地
位
の
変
化
を
示
し
て
い

る
。
「
歴
博
甲
本
」
で
床
屋
が
描
か
れ
、
い
ず
れ

も
角
地
に
あ
る
の
は
、
月
代
を
あ
け
る
髪
型
の
普

及
と
、
両
側
町
が
成
立
し
共
同
体
成
員
の
理
髪
需

要
が
生
じ
た
こ
と
が
背
景
だ
ろ
う
。
床
屋
は
「
舟

木
本
」
で
は
橋
の
た
も
と
と
い
う
共
同
体
を
離
れ
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た
場
所
に
描
か
れ
、
本
来
仏
具
で
あ
っ
た
剃
刀
も

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
都
市
の
近
世
化
と
共
に
、
店
舗
の
看
板
も
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
う
ど
ん
屋
」
の
看
板

が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
巨
大
化
す
る
近
世
都
市

へ
の
人
ロ
の
流
入
と
外
食
産
業
の
波
立
が
背
景
と

考
え
ら
れ
、
う
ど
ん
屋
の
主
人
が
し
ば
し
ば
暴
力

的
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
薪
奇
な

店
へ
の
眼
差
し
で
あ
る
と
共
に
、
暴
力
的
な
も
の

を
好
む
時
代
の
風
潮
を
体
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

象
徴
的
に
言
え
ば
、
近
世
初
期
は
、
「
五
運
に
暴

力
と
う
ど
ん
屋
が
は
や
る
時
代
」
だ
っ
た
と
も
雷

え
よ
う
。

海
の
植
物
園

　
ー
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
、

　
　
　
マ
ド
ラ
ス

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、

川
　
島
　
昭
　
夫

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
物
園
は
、
一
六
世
紀
中
頃
に

イ
タ
リ
ア
半
島
の
大
学
都
市
に
お
い
て
、
医
学
の

研
究
・
教
育
用
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
を

下
落
と
す
る
。
そ
の
後
一
七
・
一
八
世
紀
に
か
け

て
、
イ
タ
リ
ア
以
外
の
大
学
に
も
植
物
園
が
誕
生

し
、
ま
た
都
市
や
医
師
・
薬
剤
師
の
職
業
団
体
に

所
属
す
る
植
物
園
や
、
王
室
の
所
有
す
る
植
物
園

も
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
初
期
の
植
物
園
・
薬
草
園

は
、
お
よ
そ
五
エ
ー
カ
ー
を
標
準
的
な
規
模
と
し

た
よ
う
で
あ
る
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
植
物

園
、
リ
ン
ネ
の
い
た
ウ
プ
サ
ラ
大
学
植
物
園
、
ロ

ン
ド
ン
の
薬
剤
師
組
合
の
チ
ェ
ル
シ
ー
薬
園
な
ど

が
該
当
す
る
。
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
自
生
し
、

薬
用
効
果
を
有
す
る
植
物
を
中
心
と
す
る
植
物
を

収
容
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
規
模
が
適
正
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
現
在
世
界
有
数
の
植
物
園
の
地
位
を
確
立
し
た

ロ
ン
ド
ン
の
キ
ュ
ー
植
物
園
も
、
王
室
庭
園
の
一

部
が
［
七
五
九
年
に
最
初
に
植
物
園
と
し
て
レ
イ

ア
ウ
ト
さ
れ
た
時
、
九
エ
ー
カ
ー
が
そ
れ
に
あ
て

ら
れ
た
に
す
過
ぎ
な
い
。
…
方
、
四
半
世
紀
後
、

カ
ル
カ
ッ
タ
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
設
遣

し
た
植
物
園
は
、
六
〇
〇
エ
ー
カ
ー
の
広
大
さ
で

あ
っ
た
。
他
方
、
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
岡

じ
く
イ
ン
ド
の
マ
ド
ラ
ス
に
東
イ
ン
ド
会
社
が
設

置
し
た
サ
ボ
テ
ン
園
（
箸
。
冨
一
言
）
は
、
わ
ず
か

ニ
エ
ー
カ
ー
に
過
ぎ
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
物

園
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
植
民
地
各
地
に
設
置

し
た
植
物
園
と
は
、
同
じ
名
称
を
使
用
し
て
い
て

も
、
類
型
に
お
い
て
異
な
っ
た
も
の
と
み
な
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
一
般
に
、
最
初
の
植
民
地
植
物
園
と
さ
れ
る
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ン
ド
洋
の
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
、

パ
ン
プ
ル
ム
ー
ス
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
が
こ
の
島
を
領
有
し
た
直
後
の
一
七
三
五

年
に
、
総
督
ド
・
ラ
ブ
ル
ト
ネ
が
、
自
身
の
所
領

モ
ン
・
プ
レ
ジ
ー
ル
に
「
菜
園
」
を
置
い
た
の
が

そ
の
起
源
で
あ
る
。
野
菜
は
、
港
ポ
ー
ル
・
ル
イ

に
寄
港
す
る
フ
ラ
ン
ス
東
イ
ン
ド
会
社
船
に
供
給

さ
れ
た
。
さ
ら
に
総
督
は
、
同
島
で
開
始
さ
れ
た

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
で
使
用
さ
れ
る
奴
隷
の

食
料
と
し
て
、
カ
ッ
サ
ヴ
ァ
芋
を
ア
フ
リ
カ
大
陸

か
ら
導
入
し
、
そ
の
試
験
的
栽
培
施
設
と
し
て

「
菜
園
」
を
利
用
し
た
。
そ
の
後
、
一
七
七
〇
年

代
初
に
は
、
同
島
の
行
政
官
ポ
ワ
ヴ
ル
に
よ
る
、

香
料
諸
島
か
ら
の
香
料
植
物
の
、
フ
ラ
ン
ス
植
民

地
へ
の
移
植
の
た
め
の
基
地
と
し
て
同
地
は
使
用

さ
れ
、
ポ
ワ
ヴ
ル
が
同
島
を
離
れ
た
後
、
　
｝
七
七

五
年
に
王
立
植
物
園
と
な
っ
た
。

　
ド
・
ラ
ブ
ル
ド
ネ
や
ポ
ワ
ヴ
ル
の
事
業
や
、
そ

こ
に
お
い
て
は
た
し
た
植
禁
酒
植
物
園
の
は
た
ら

き
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
に
イ
ギ
リ
ス
が
モ
ー
リ
シ
ャ
ス

島
を
領
有
し
た
時
、
植
物
園
も
接
収
さ
れ
、
イ
ギ

リ
ス
帝
国
の
植
民
地
植
物
園
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
く

み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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植
民
地
植
物
園
が
巨
大
化
し
た
理
由
は
い
く
つ

か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
熱
帯
・
亜
熱
帯
地

域
の
植
生
の
ゆ
た
か
さ
。
②
植
物
の
有
用
性
が
、

薬
種
か
ら
食
用
・
原
料
用
な
ど
い
ち
じ
る
し
く
拡

大
し
た
こ
と
。
③
各
国
に
お
け
る
庭
園
建
設
熱
の

流
行
に
よ
っ
て
経
済
植
物
で
な
い
観
賞
用
植
物
へ

の
関
心
の
拡
大
。
④
以
上
の
す
べ
て
に
お
い
て
国

家
間
の
競
争
が
つ
よ
く
意
識
さ
れ
た
こ
と
。
⑤
競

争
と
は
逆
に
、
科
学
と
し
て
の
植
物
学
の
普
及
に

よ
っ
て
、
植
物
学
者
問
の
協
力
、
協
働
が
見
ら
れ

た
こ
と
。
こ
う
し
た
理
由
の
多
く
が
複
合
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
植
民
地
植
物
園
は
大
規
模
化
し

（
あ
る
い
は
機
能
に
特
化
し
）
、
特
有
の
性
格
を

獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
上
記

の
パ
ン
プ
ル
ム
ー
ス
植
物
園
は
典
型
と
い
え
る
が
、

他
の
植
昆
地
植
物
園
に
も
そ
の
性
格
は
共
通
す
る
。

　
多
く
の
植
民
地
植
物
園
が
種
苗
の
育
成
を
重
要

な
機
能
と
し
た
。
植
民
地
に
お
い
て
入
植
活
動
が

行
わ
れ
る
場
合
、
初
発
に
お
い
て
開
拓
を
行
う
入

植
者
に
種
苗
を
提
供
す
る
た
め
の
公
的
な
施
設
が

必
要
と
な
る
。
一
七
三
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
イ
ギ

リ
ス
に
よ
る
北
米
ジ
ョ
ー
ジ
ア
植
民
で
は
最
初
の

入
植
地
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
に
O
仁
σ
膏
ひ
q
9
・
鼠
Φ
雛
と
呼
ば

れ
る
農
業
施
設
が
設
置
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

輸
送
さ
れ
た
植
物
の
種
苗
が
育
成
さ
れ
た
ほ
か
、

可
能
性
の
あ
る
植
物
を
採
集
す
る
目
的
で
中
米
地

域
に
植
物
学
者
が
派
遣
さ
れ
た
。
薯
び
膏
ひ
q
鋤
学

田
窪
は
、
そ
の
後
、
養
蚕
を
奨
励
す
る
た
め
の
桑

の
木
の
栽
培
が
行
わ
れ
た
後
、
廃
止
さ
れ
た
。
…

八
世
紀
末
に
行
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ

ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
入
植
で
は
、
総
督

ア
ー
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
、
途
中
ブ
ラ
ジ
ル
や

ケ
ー
プ
植
民
地
で
収
集
し
た
経
済
植
物
を
総
督
邸

の
庭
園
で
試
験
栽
培
し
、
ま
た
食
用
の
作
物
の
種

苗
を
育
成
す
る
た
め
に
、
ひ
q
o
く
①
琶
ヨ
Φ
募
鐡
掃
ヨ

を
設
置
し
た
。
こ
の
位
置
に
一
九
世
紀
に
入
っ
て

シ
ド
ニ
ー
植
物
園
が
作
ら
れ
る
。
一
八
四
〇
年
代

に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
多
く
の
種
類
の
ブ
ド
ウ
が
導
入

さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
気
候
に
適
す
る
種
の

選
別
試
験
が
行
わ
れ
た
の
は
、
シ
ド
ニ
ー
植
物
園

内
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
種
苗
育
成
の
た
め
の
植
物
園
と
い
う
性
格
が
最

も
端
的
に
表
れ
た
の
が
、
イ
ン
ド
に
染
料
の
原
料

と
な
る
コ
チ
ニ
ー
ル
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
着
生
す

る
ウ
チ
ワ
サ
ビ
テ
を
導
入
す
る
た
め
の
マ
ド
ラ
ス

の
乞
0
9
岸
く
で
あ
り
、
ま
た
カ
ル
カ
ッ
タ
、
マ

ド
ラ
ス
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
大
西
洋
の

東
イ
ン
ド
会
社
船
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
セ
ン
ト
・

ヘ
レ
ナ
島
の
植
物
園
も
、
中
米
・
南
米
か
ら
の
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
の
生
体
の
中
継
地
と
し
て
、
マ
ド
ラ

ス
か
ら
ウ
チ
ワ
サ
ボ
テ
ン
が
移
植
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
「
海
の
植
物
園
扁
は
、
帝
国
領
土
内
で
の
植

物
の
交
換
と
増
殖
を
目
的
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

二
〇
㎜
四
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
一
四
年
度
大
会
・
総
会
は
、

＝
月
二
日
（
日
）
＝
二
時
か
ら
一
七
時
半
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
第
三
講
義
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　
総
会
で
は
、
永
井
和
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、

飯
塚
一
幸
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・
編

集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な
さ

れ
た
。

　
庶
務
（
久
保
一
之
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
そ
の
他
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
来
年

度
の
例
会
は
四
月
十
八
日
（
土
曜
日
）
に
「
家

族
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
案
内
さ

れ
た
。

　
編
集
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
撫
の
刊
行
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
上
島
享
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
一

三
年
度
予
算
の
紹
介
、
そ
の
他
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
広
報
（
永
原
陽
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
広
報
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